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１　はじめに 

　感染症法４類感染症の病原体検査を行い、検査

結果を解析し流行予測及び流行拡大防止に役たて

るため、ウイルス感染症の原因ウイルス調査を実

施した。 

 

２　調査方法 

　１）調査期間　　平成13年４月～平成14年３月 

　２）材料と方法 

（１）材料：検査定点10医療機関からの検体920

　　件について調査した。 

（２）方法：FL、RD―18S、MDCK、Vero細胞

　　を用いてウイルス分離を行った。また、RT-

　　PCR法、ロタウイルス検出市販キット、アデ

　　ノウイルス市販キットを使用しウイルスの検

　　出を行った。 

 

３　結果および考察 

　疾病別の検体受け入れ状況を表１、疾病別ウイ

ルス分離状況を表２に示す。 

　１）感染性胃腸炎から６種類のウイルスが検出

　された。ロタウイルスが最も多く検出され、ノ

　ーウオークウイルス、アデノ40/41型ウイルス

も関与していた。ノーウオークウイルスは平成12

年の流行状況と異なり、少ない検出状況であった。 

病因ウイルスの検出率が低いことから、さらに、

サッポロウイルス、アストロウイルスなどを検査

対象としていく必要がある。 

　２） インフルエンザウイルスはＡソ連Ａ香港型、

Ｂ型ウイルスが検出されＡソ連型が最も多く検出

された。（図１） 

 

４　まとめ 

　１）ノーウオークウイルスは昨年の流行状況と

異なり、少ない検出状況であった。 

　感染性胃腸炎の病因ウイルスの検出率が低いこ

とから、さらに、サッポロウイルス、アストロウ

イルスなどを検査対象とする必要性がある。 

　２） インフルエンザウイルスは３種類の型が

流行しＢ型ウイルスの流行はまだ終息していない。 
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